
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜研究主題＞ 

令和 6・７年度 武蔵野市教育課題研究開発校 

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 

～深い学びを目指した「自己決定」の実現～ 

令和６年度 武蔵野市立桜野小学校 研究構想図 

 

 

＜学校目標＞ 

◎思いやりのある子ども 

○自分の考えをもつ子ども 

○明るく元気な子ども 

 

 
＜社会的な背景＞   
・様々な課題と社会情勢の変化の中、予測困難とも

いえる時代を迎えている。 

・そのために、様々な課題に対する「主体的・対話

的で深い学び」の実現を目指した授業改善を推進

することが求められている。（学習指導要領） 

・児童一人一人の教育的ニーズに応じた多様な学び

の場を用意し、児童が主体的に学習活動に取り組

み、他者と協働して課題を解決していく力を育

む。（令和６年度武蔵野市教育委員会基本方針） 
・正解のない新たな価値の創造（VUCA 時代） 

 
＜児童の実態＞ 

・一定の目標（めあて）を達成するために、自分に合った

方法を選定し、学習を進める経験が少ない。 

【個別最適化】 

・目的や条件に沿った話合いを行うことで異なる考え方を

組み合わせて最適解・納得解を考える場面において、意

見表出が難しい児童がいる。【協働的な学び】 

令和５年度 校内研究 「対話・話合いを通して、多様性を認め合う児童の育成」 

～「話すこと・聞くこと」の学習を生かして～ 

＜授業研究の手だて＞ 

① 共通のめあての達成に向け、児童自ら

が学習形態を選択する。（指導の個別化） 

② 興味・関心に応じ異なる目標に向け、学

習を深め、広げさせる。（学習の個性化） 

③ 自分の学習を振り返らせ、自己調整を促

す。 

④ 合意形成を図ったり、思考を広げたりす

る活動。（協働的な学び） 

＜日常の取り組み＞ 
①「学ぶ・使う・生かす」の学習スタイル 

②カリキュラム・マネジメントの視点に基づ

いた他教科・他領域での応用 

③地域人材の活用や協働によるオーセンティ

ックな（本物の）学びの実現 

④学んだことの可視化と共有 

＜研究仮説＞  
「学ぶ・使う・生かす」の学習スタイルの中で、授業者が個別最適な学びと協働的な学びを一体化させ
るための指導方法を工夫する。このような工夫の中で、児童が個別最適な学びと協働的な学びを繰り返
す経験を積み重ねることで自分に合った学習方法を自己決定ができるようになれば、学習効果を高める
ことができるようになるであろう。 

＜目指す児童像＞ 

適切な学習方法を自己決定し、自分の学びを深めたり広げたりする児童 

常 時 活 動 特 別 活 動 各教科・各領域 

＜低学年＞ 
様々な学びの選択肢から、取り組ん

でみたい方法を自分で選択する。そ

して、学んだことをペアやグループ

の友達や先生に話したり書いたりし

て伝えていく。 

＜中学年＞ 
目的や内容に合った学習方法を学

ぶ。また、その学習方法で学習を進

めるとともに、自分が学んだことを

ペアやグループ、学級全体で共有す

る。 

＜高学年＞ 
目的や内容に合った学習方法を自分

なりにアレンジし、実践する。ま

た、その実践の中で児童一人一人が

学ぶ相手や方法を自己決定するとと

もに、学んだことを共有する。 


